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１．研究計画の概要
今世紀の我が国において，ものつくりの持

続的な発展には基礎・基盤技術が必要不可欠
である．その中には高機能性を有する異材継
手があり，これを作製する接合技術が求めら
れている．しかし，物理的性質や機械的性質
の異なる材料同士を組み合わせることになる
ために接合界面に脆弱な金属間化合物層が生
成し，それが継手性能に大きく影響すること
から，異材継手を作製するためには技術的に
越えなければならない課題が非常に多い．溶
融溶接法などの従来までの溶接・接合技術の
延長ではこれらを解決することが困難となる
場合があるため，新しい着想による技術開発
が求められている．そこで，融点以下の温度
で接合が可能である摩擦圧接法の適用が考え
られるが，同法で異材継手を作製しても必ず
しも母材部から破断するという良好な継手が
得られていないのが現状である．

本研究課題では，研究代表者が開発した低
入熱摩擦圧接法および接合自己完了型摩擦圧
接法を用い，異材継手を容易に作製するため
の接合条件を体系化し，またそのデータベー
スを構築することを最終目的としている．

２．研究の進捗状況
前述の最終目標を達成するために，本研究

期間内においては，以下の項目を明らかにす
ることを目的として研究を推進してきた．
( )摩擦圧接現象を大別化することで力学的1

・冶金学的な観点から異材摩擦圧接圧接
の接合メカニズムを解明する．

( )種々の先端材料を用て接合実験を行うこ2
とで各種異材継手を作製し，接合条件と
継手強度との関係を定量的に評価する．

( )実験結果に裏付けされた数値シミュレー3
ション法の開発と低入熱異材摩擦接合技

術を確立する．
，( )異材継手の接合条件をデータベース化し4

合理的な接合条件の提案を行う．
これらの内容を明らかにするためには，摩

擦過程中の接合現象を詳細に観察することが
非常に重要である．そこで，研究代表者が所
有している摩擦圧接装置をこのような観察が

Al Cu出来るような装置へと改良し 系材料， ，
系材料， 系材料，各種鉄鋼材料等の各種Ti
の材料を用いて接合実験を行ってきた．そし
て，摩擦時間の経過にともなう接合面の温度
上昇，接合面の擦れ加工状況，焼付き・移着
状況に及ぼす摩擦圧力，摩擦速度の影響など
を定量的に明らかにしてきた．また，摩擦圧
力，摩擦速度等の接合条件を種々変化させて
継手を作製し，その継手の引張試験を行うこ
とで継手の引張強度に及ぼす接合条件の影響
を明らかにしてきた．さらに，それらの結果
に力学的・冶金学的な検討を加え，異材摩擦

． ，圧接の接合メカニズムの解明も試みた なお
これら研究成果の一部は，後述の｢代表的な
研究成果｣の欄の通りである．

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している．
｢研究計画の概要｣欄で記述したように，本

課題の研究期間内では４つの項目を明らかに
することを目指している．このうち，純銅と

Cu Cu Al純チタン 純 と軟鋼 合金と軟鋼 純， ， ，
と軟鋼， 合金と軟鋼，各種鋼材，ステンAl
レス鋼と，限られた素材の組み合せではある
ものの，( )，( )および( )の一部の項目に1 2 4
ついてはある程度は明らかにしてきた(研究
成果欄参照)．また，基本的な組み合せであ
る炭素鋼材の場合に関してではあるものの，
( )の実験結果に裏付けされた数値シミュレ3

． ，ーション法も開発することが出来た しかし
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その詳細がまだ明らかになっていない内容も
ある．また，これらを明らかにしている過程
において，研究計画当初に予測していた摩擦
圧接現象とは異なる現象があることが明らか
になりつつあることが分かった．すなわち，
当初の目論見とは異なる現象があり，摩擦圧
接現象を大別化するためには，上述した異材
継手の組み合せ以外の組み合わせについても
さらに検討を行う必要があることが分かっ
た．従って，現段階では( )のデータベース4
化するまでには至っていないのが現状ではあ
るが，それ以外の内容に関してはある程度明
らかにすることが出来ていることから，｢②

．のおおむね順調に進展している｣と判断した

４．今後の研究の推進方策
前項でも記したように，本研究課題を推進

したことにより，ある程度の接合現象が解明
でき，合理的な接合条件も示すことが出来て
いる．しかし，その詳細がまだ明らかになっ
ていない継手の組み合せもあることから，引
き続き研究を進めることで，その全貌を明ら
かにする．また，研究計画当初に予測してい
た摩擦圧接現象とは異なる現象があることが
これまでに明らかになりつつある．従って，
前述した異材継手の組み合せ以外の組み合わ
せ，具体的には純 と軟鋼の組み合せなどTi
についても新たに検討を加えることで摩擦圧
接現象を大別化を試みる．そして，異種材摩
擦圧接の接合メカニズムを明らかにすること
を最終的な目標とし，その接合条件のデータ
ベース化を目指すことを予定している．

５．代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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